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T S U B A M E - C I T Y  G I K A I  N O T E

12月定例会

９項目を
審査

燕
市 

児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改
正

問
旧
燕
西
幼
稚
園
を
児
童
ク
ラ
ブ
用
に
改
修
後
、
西
小
第
一
児

童
ク
ラ
ブ
・
西
小
第
二
児
童
ク
ラ
ブ
と
な
る
が
、
第
一
・
第
二
に

分
け
た
理
由
と
、
職
員
体
制
及
び
利
用
予
定
の
児
童
数
は
。

答
児
童
が
生
活
の
場
と
し
て
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
環
境

を
提
供
す
る
た
め
、
一
児
童
ク
ラ
ブ
の
人
数
が
70
人
以
下
と

す
る
内
閣
府
の
方
針
に
準
じ
た
。
職
員
体
制
は
10
人
を
配
置

し
、平
成
29
年
度
の
入
所
希
望
児
童
数
は
１
３
４
人
で
あ
る
。

燕
市 

公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

問
陶
芸
窯
の
使
用
に
係
る
実
費
相
当
額
の
算
定
に
つ
い
て
伺

う
。

答
窯
焼
き
に
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
各
団
体
が
用
意
し
て
い

た
。
完
成
後
は
都
市
ガ
ス
へ
変
更
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

分
を
見
込
ん
だ
料
金
算
定
を
行
っ
た
。

問
施
設
内
の
設
備
は
、
利
用
者
の
声
を
聞
い
た
の
か
。

答
工
芸
室
や
調
理
室
等
を
利
用
さ
れ
る
団
体
代
表
者
と
意
見

交
換
を
行
い
、
備
品
の
配
備
に
つ
い
て
議
論
を
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
（
燕
市
小
池
公
民
館
）

問
委
託
後
、
指
定
管
理
料
で
余
剰
金
が
発
生
し
た
場
合
は
、

指
定
管
理
者
独
自
の
財
源
に
組
み
込
ま
れ
る
の
か
。

答
基
本
的
な
考
え
は
、
管
理
料
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
補

填
は
せ
ず
、
自
主
的
な
効
率
化
に
よ
っ
て
余
剰
が
発
生
し
た

場
合
は
、
そ
の
指
定
管
理
者
の
利
得
と
し
て
い
る
。

法
律
上
の
疑
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
反
対
で

あ
る
。

３つの常任委員会で　　審査しました

燕
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

問
「
法
人
住
民
税
の
改
正
」
に
つ
い
て
、

平
成
31
年
10
月
１
日
以
降
、
消
費
税
が
10
％

に
な
る
と
い
う
前
提
の
改
正
だ
が
、
現
時
点

で
改
正
す
る
こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か
。
ま

た
、
地
域
間
の
偏
在
性
を
是
正
す
る
と
あ
る

が
、
法
人
税
の
減
税
を
行
う
こ
と
で
、
市
民

に
対
し
て
恩
恵
は
あ
る
の
か
。

答
開
始
す
る
適
用
年
を
消
費
税
の
増
税
時

に
合
わ
せ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
国
の
法

律
に
合
わ
せ
て
市
の
条
例
も
適
用
さ
せ
、
法

的
安
全
性
を
優
先
に
整
合
性
を
と
っ
て
い

る
。
ま
た
、
偏
在
性
の
是
正
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
大
都
市
圏
に
税
収
が
集
中
し
て
い
る

た
め
、
税
率
を
下
げ
、
国
税
に
原
資
化
し
て

財
政
力
の
低
い
地
方
へ
再
配
分
を
し
、
税
収

で
は
な
く
交
付
税
に
算
入
す
る
。
財
政
力
の

低
い
自
治
体
に
と
っ
て
は
有
益
な
制
度
で
あ

る
。

消
費
税
10
％
を
前
提
と
し
て
い
る
こ

の
改
正
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
は
重

い
負
担
と
な
り
、
消
費
税
は
公
の
料
金
に
加

算
す
べ
き
で
は
な
い
。

平
成
28
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問
臨
時
福
祉
給
付
金
等
給
付
事
業
に
つ
い

て
、
平
成
28
年
度
の
対
象
見
込
み
数
が

１
万
３
０
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
過
去

の
実
績
数
は
ど
れ
く
ら
い
で
施
設
入
所
者
へ

の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
事
務
費
と
臨
時
職
員
対
応
に
つ
い
て

聞
く
。

答
過
去
の
実
績
と
し
て
、
平
成
26
年
度
は

１
万
５
９
２
人
、
平
成
27
年
度
は
１
万
９
８

６
人
、
平
成
28
年
度
11
月
末
で
１
万
４
０
７

人
。
施
設
入
所
者
の
周
知
に
つ
い
て
は
各
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
連
絡
と
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
も
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
臨
時

職
員
に
つ
い
て
は
、
人
材
派
遣
か
ら
６
名
を

２
月
中
旬
よ
り
対
応
す
る
。

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

・
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

・
平
成
28
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

平
成
28
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問
観
光
費
の
燕
市
観
光
協
会
事
業
補
助
金
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

答
燕
市
職
員
が
燕
市
観
光
協
会
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
た
め
、
そ
の
人
件
費
で
あ
る
。

問
ミ
ニ
特
養
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
今
後
ど
の
よ

う
な
流
れ
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
浴
場
の
修
繕
に

つ
い
て
現
段
階
の
考
え
は
。

答
ミ
ニ
特
養
に
つ
い
て
は
、
県
営
住
宅
３
棟
の
南

側
の
移
転
交
渉
を
し
て
更
地
に
す
る
よ
う
努
め
て

お
り
、
今
後
は
ミ
ニ
特
養
以
外
の
利
用
も
で
き
る

土
地
に
す
る
た
め
、
地
元
と
協
議
し
て
い
る
。

　

浴
場
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
利
用
状
況
と
浴
場

の
傷
み
方
を
見
な
が
ら
方
向
性
を
検
討
す
る
が
、

当
分
の
間
は
現
在
の
ま
ま
と
考
え
て
い
る
。

問
浴
場
は
、
ミ
ニ
特
養
等
の
施
設
を
利
用
で
き
な

い
か
。

答
担
当
課
と
協
議
の
結
果
、
管
理
上
の
問
題
が
あ

り
、
ミ
ニ
特
養
等
の
浴
場
利
用
は
難
し
い
。

問
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
団
地
の
維
持
管
理
と
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
入
居
募
集
を
行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
解
体

し
、
入
居
募
集
を
行
っ
て
い
る
団
地
で
は
、
新
規

入
居
募
集
前
に
修
繕
を
行
い
、
外
観
的
管
理
も
で

き
る
だ
け
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
予
算
も
含
め

た
計
画
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
県
営
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
負
担
金
の
事
業
内
容
や
減
額
の
理
由
は
。

答
六ろ
っ
か
え
ヶ
江
用
水
路
の
安
定
供
給
と
取
水
樋
管
等
の

災
害
発
生
を
防
止
す
る
目
的
が
あ
り
、
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
機
能
診

断
に
基
づ
く
機
能
保
全
対
策
を
通
じ
て
、
既
存
施

設
の
有
効
活
用
や
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
で
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
た
め
の
技
術
体

系
で
あ
る
。

　

減
額
の
理
由
は
、
県
内
の
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
で
重
要
な
工
事
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
来
年
度
に
繰
り

越
す
た
め
で
あ
る
。

問
訴
訟
等
事
務
委
託
料
の
内
訳
は
、
来
年
３
月
ま

で
に
結
審
す
る
予
定
で
の
予
算
措
置
な
の
か
。
ま

た
、
市
側
が
勝
訴
し
た
場
合
の
弁
護
士
費
用
の
負

担
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁
護
士
費
用
の
内
訳
は
水
路
の
転
落
事
件
で
の

成
功
報
酬
金
が
１
件
、
振
動
事
件
の
控
訴
対
応
の

た
め
の
着
手
金
が
１
件
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ

か
弁
護
士
の
東
京
高
裁
へ
の
出
張
費
用
等
が
含
ま

れ
て
い
る
。
転
落
事
件
に
つ
い
て
は
、
来
年
３
月

ま
で
に
結
審
を
予
定
し
て
い
る
。

　

弁
護
士
費
用
は
勝
訴
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

市
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
転
落
事

件
の
着
手
金
や
弁
護
士
費
用
に
つ
い
て
は
、
保
険

で
対
応
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

平
成
28
年
度  

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

問
補
正
前
と
補
正
後
で
職
員
が
１
名
減
と
な
っ
て

い
る
理
由
は
。

答
当
初
予
算
計
上
後
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
正
職

員
が
１
名
減
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

・
平
成
28
年
度 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
公
民
館
運
営
に
か
か
わ
る
こ

と
に
意
義
が
あ
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定
（
燕
市
小
中
川
公
民
館
）

問
地
域
住
民
す
べ
て
が
協
議
会
の
会
員
だ
が
、
会
員
の
合
意

は
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
各
世
帯
へ
の
周
知
を
図
っ
た
の
か
。

答
協
議
会
役
員
は
地
域
住
民
か
ら
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

の
合
意
形
成
は
地
域
の
総
意
と
捉
え
る
。
周
知
方
法
は
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
判
断
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

市
と
し
て
も
地
域
住
民
の
声
を
聞
き
、
十
分
理
解
を

図
っ
た
上
で
事
業
運
営
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

地
域
か
ら
の
自
発
的
な
指
定
管
理
の
希
望
で
あ
る
。
地

域
住
民
の
拠
点
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
28
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問
吉
田
北
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
の
中
の
、
ト
イ
レ
の
和

洋
式
の
必
要
性
や
数
、
仮
設
教
室
の
空
調
や
防
音
対
策
等
に

つ
い
て
伺
う
。

答
ト
イ
レ
の
和
式
は
、
洋
式
が
使
え
な
い
児
童
を
考
慮
し
た

学
校
側
か
ら
の
要
望
で
あ
る
。
仮
設
教
室
は
冷
暖
房
装
置
を

設
置
す
る
。
防
音
に
つ
い
て
は
、
屋
内
の
運
動
場
内
に
仮
設

の
た
め
、
従
来
の
教
室
と
条
件
は
同
じ
と
想
定
し
て
い
る
。

国
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
を
受
け
、
委
託
料
や
パ

ソ
コ
ン
購
入
費
が
補
正
計
上
さ
れ
た
「
情
報
シ
ス
テ

ム
管
理
費
」
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対
で
あ
り
、

そ
れ
に
か
か
わ
る
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
は
賛
成
で
き
な
い
。

そ
の
他
・
条
例
の
一
部
改
正

・
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更　

・
燕
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

・
燕
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
燕
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

５
項
目
を
審
査

３項目を
審査

すべきものと決定

すべきものと決定

すべきものと決定

臨時福祉給付金のチラシ

総務文教常　任委員会

５

市民厚生常　任委員会

３項目を

産業建設常　任委員会




